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「
お
産
が
で

き
な
い
」「
急
患

の
受
け
入
れ
先

が
な
い
」な
ど
、

全
国
各
地
で
地

域
医
療
の
崩
壊

が
す
す
ん
で
い

る
。
な
か
で
も
公
立
病
院
は

赤
字
が
深
刻
だ
▼
総
務
省
は

昨
年
取
り
ま
と
め
た
「
公
立

病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
指
針
に
、各
自
治
体
に
対

し
て
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
通
知
し
て
い

る
▼
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
医

師
・
看
護
師
不
足
の
解
消
な

ど
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守

る
と
い
う
地
域
医
療
体
制
の

充
実
・
確
保
の
視
点
が
ま
っ

た
く
な
い
。
効
率
性
の
追
求

を
最
優
先
し
た
公
立
病
院
の

再
編
・
縮
小
と
廃
止
を
推
進

し
、
３
年
間
で
経
常
収
支
の

黒
字
化
が
必
要
と
し
て
数
値

目
標
の
設
定
を
求
め
て
い

る
。
職
員
給
与
の
見
直
し
、

病
床
削
減
な
ど
を
提
示
し
、

病
床
利
用
率
が
３
年
連
続
70

％
以
下
の
病
院
は
「
抜
本
的

な
見
直
し
」
が
適
当
と
病
院

の
廃
止
・
縮
小
を
迫
っ
て
い

る
▼
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
て
後
、
銚
子
市
や
松

原
市
で
は
公
立
病
院
が
休
止

・
廃
止
さ
れ
た
▼
公
立
病
院

は
、へ
き
ち
医
療
や
救
急･

救

命
、感
染
症
、精
神
医
療
な
ど

民
間
で
は
で
き
な
い
「
不
採

算
部
門
」を
担
い
、地
域
医
療

の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
▼
政
府
は
医
療
費
の

総
額
抑
制
政
策
を
根
本
か
ら

見
直
し
、
ま
た
大
阪
府
も
府

民
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
体
制
を
充
実
す

べ
き
で
あ
る
。 

（
Ｉ
・
Ａ
）

大阪の地域医療を考える
日時：４月29日（水・祝日）
　　　午後１時30分～
場所：Ｍ＆Ｄホール（保険医協会内）

　

府
庁
舎
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
移
転

問
題
は
、
08
年
８
月
５
日
に
橋

下
知
事
が
平
松
大
阪
市
長
に
突

如
移
転
案
を
表
明
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

９
月
４
日
「
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア

全
体
構
想（
素
案
）」を
発
表
し
、

「
あ
る
程
度
の
方
向
性
を
出
し

た
い
」と
の
知
事
の
思
い
と
は

裏
腹
に
９
月
議
会
で
は
方
向
性

す
ら
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
09
年
１
月
９
日
に

は
「
庁
舎
移
転
構
想
推
進
チ
ー

ム
」
を
発
足
さ
せ
、「
移
転
を

前
提
に
す
る
も
の
」
と
す
る
議

会
か
ら
の
厳
し
い
追
及
で
陳
謝

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
月
２
日
に
は
「
庁
舎

移
転
構
想（
案
）」
を
公
表
し
、

09
年
２
月
議
会
で
の
移
転
案
強

行
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

府
職
労
は
、
府
労
組
連
08
年

秋
季
年
末
要
求
に
「
庁
舎
周
辺

エ
リ
ア
の
全
体
構
想
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
関
西
州
に
と
ら
わ

れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
に
固
執
す
る

こ
と
な
く
、
①
快
適
で
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
確
保
な
ど
組

合
員
の
要
求
実
現
②
便
利
で
利

用
し
や
す
く
て
福
祉
の
充
実
な

ど
府
民
福
祉
の
向
上
③
政
府
・

財
界
の
地
域
支
配
の
拠
点
で
は

な
く
、
府
民
の
自
治
と
文
化
の

育
成
の
３
項
目
を
基
本
に
府
労

組
連
と
十
分
に
協
議
す
る
こ

と
」
を
掲
げ
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
反

対
の
立
場
か
ら
当
局
交
渉
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
08
年
11
月

20
日
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
入
居
し
て

い
る
大
阪
市
役
所
に
勤
務
す
る

大
阪
市
役
所
労
働
組
合
（
市
労

組
）
の
役
員
と
と
も
に
現
地
調

査
と
意
見
交
換
も
行
い
、
Ｗ
Ｔ

Ｃ
の
設
備
や
執
務
室
の
環
境
に

つ
い
て
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
局
が「
庁
舎
移
転
構

想（
案
）」「
都
市
構
想（
素
案
）」

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら
、

２
月
12
日
に
「
府
民
の
く
ら
し

よ
り
も
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
を
優

先
、
防
災
・
ア
ク
セ
ス
無
視
す

る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
に
反
対
し
よ

う
！
」
と
の
見
解
を
表
明
、
①

防
災
拠
点
に
な
り
得
な
い
②
費

用
面
で
は
必
ず
し
も
安
く
な
い

③
府
民
の
利
便
性
は
最
悪
④
職

員
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
は
何

も
な
し
⑤
破
綻
し
た
ベ
イ
エ
リ

ア
開
発
で
財
界
支
援
な
ど
の
具

体
的
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
２
月
28
日
に
は

自
治
体
問
題
研
究
所
と
共
催
で

「『
黙
っ
て
ら
れ
へ
ん
！
府
庁
舎

の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
、
防
災
問
題
や

ま
ち
づ
く
り
、
文
化
的
視
点
、

財
政
面
、
府
民
の
視
点
な
ど
か

ら
専
門
家
の
視
点
で
問
題
提
起

し
、
広
く
府
民
に
明
ら
か
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
、
全
府
議

会
議
員
に
対
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
採
択
し
た
「
府
庁
の
Ｗ

Ｔ
Ｃ
移
転
計
画
を
撤
回
し
、
府

庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
府
民

参
加
で
の
討
論
を
求
め
る
緊
急

ア
ピ
ー
ル
」
を
持
参
し
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
対
面
で
き

た
議
員
か
ら
は
「
党
と
し
て
賛

成
を
決
め
て
も
私
個
人
は
最
後

ま
で
反
対
す
る
」「
判
断
す
る

２
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

大
阪
府
議
会
は
、
会
期
を
１
日
延
長
し
た
３
月
24
日
未
明
、
府
庁
舎
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の

「
移
転
条
例
案
」
を
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
の
削
減
撤
回
や
小
規
模
事
業
所
の
相
談
業
務
な
ど
経
営

指
導
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業
費
の
削
減
率
の
緩
和
に
つ
い
て
の
修
正
を
行
っ
た
う
え
で

自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

資
料
が
少
な
く
拙
速
す
ぎ
る
」

な
ど
反
対
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

耐
震
補
強
案
を
軸
に

耐
震
補
強
案
を
軸
に

府
民
討
論
を

府
民
討
論
を

　

２
月
府
議
会
の
採
決
の
結
果

は「
移
転
案
」に
つ
い
て
は
賛
成

46
、
反
対
65
、
無
効
１
で
否
決

と
な
り
、
賛
成
票
は
３
分
の
２

ど
こ
ろ
か
、
半
数
に
も
達
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
移
転
に

か
か
る
「
補
正
予
算
案
」
に
つ

い
て
も
賛
成
40
、
反
対
69
、
白

票
２
で
「
移
転
案
」
の
結
果
を

上
回
る
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
、
新

聞
各
紙
は「
橋
下
流
初
の
敗
北
」

「
橋
下
改
革
に
影
響
も
」「『
拙

速
』
橋
下
知
事
に
反
発
」
な
ど

の
報
道
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

関
西
州
実
現
に
向
け
て
ひ
た
走

る
、
橋
下
知
事
の
政
治
姿
勢
に

ノ
ー
の
審
判
が
下
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
耐
震
補
強（
案
）を
軸
と
す

る
「
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
全
体
構

想（
案
）」
を
早
急
に
取
り
ま
と

め
、
十
分
な
府
民
的
討
論
を
進

め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

橋
下「
行
革
」撤
回
に
向
け

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
強
め
よ
う

府議会 府庁舎のWTC移転条例案を否決府庁舎のWTC移転条例案を否決

　

今
回
可
決
さ
れ
た
21
年
度
予

算
は
、
医
療
費
助
成
制
度
の
減

額
は
撤
回
し
た
も
の
の
私
学
助

成
の
削
減
な
ど
の
教
育
予
算
や

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
へ
の

補
助
金
削
減
な
ど
の
文
化
予

算
、
障
害
者
福
祉
な
ど
の
福
祉

予
算
な
ど
府
民
施
策
は
大
幅
に

削
減
す
る
一
方
、
第
二
京
阪
道

路
や
阪
神
高
速
大
和
川
線
、
槙

尾
川
ダ
ム
建
設
な
ど
の
大
規
模

開
発
や
水
の
回
廊
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

都
市
な
ど
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
案
」「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
大

阪
」
を
進
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
児
童
文

学
館
は
９
月
議
会
の
全
会
一
致

の
決
議
を
反
故
に
し
て
「
廃
止

・
移
転
案
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

橋
下
知
事
は
、「
府
民

は
変
化
を
求
め
て
い
る
」
と
盛

ん
に
言
い
ま
す
が
、
府
民
が
求

め
て
い
る
の
は
、
新
自
由
主
義

に
よ
る
格
差
・
貧
困
か
ら
の
脱

却
を
求
め
る
変
化
で
あ
り
、
従

来
の
外
需
頼
み
、
大
企
業
の
利

益
優
先
の
政
治
か
ら
内
需
拡

大
、
国
民
生
活
擁
護
の
政
治
へ

の
変
化
で
す
。

　

橋
下
知
事
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
、「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
案
」
は
、
府
民
が
求
め
て

い
る
変
化
と
は
真
っ
向
か
ら
反

す
る
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
開

発
優
先
、
府
民
生
活
切
捨
て
の

従
来
型
の
破
綻
し
た
新
自
由
主

義
的
改
革
を
よ
り
一
層
進
め
る

も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

府
職
労
は
、「
移
転
案
」
否

決
を
勝
ち
取
っ
た
、
今
回
の
運

動
に
確
信
を
持
ち
、
引
き
続
き

橋
下
「
行
革
」
撤
回
に
向
け
、

府
民
共
同
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

シ
ン
ポ
開
催
、全
府
会

シ
ン
ポ
開
催
、全
府
会

議
員
へ
要
請
な
ど

議
員
へ
要
請
な
ど

運
動
が
実
を
結
ぶ

運
動
が
実
を
結
ぶ

府
民
府
民･･

職
員
犠
牲
の

職
員
犠
牲
の

予
算
案
は
可
決

予
算
案
は
可
決

“医良”フォーラム IN 大阪


